
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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大阪公立大学生協杉本キャンパス

健康フェスタ
取り組み概要

日時：2022年10月14日(金)15:00～18:00
場所：杉本キャンパス北食堂
参加者数：40人
組合員の反応：５段階評価で最も良い５
が80%，次に良い４が20％。

POINT.1

キャンパス内にある2つの大きな食堂のすべての座席に，本企画の
宣伝ポスターが貼られていました。前回の自転車点検企画の反省から，
より多くの組合員の目にとまる位置に掲示することによって倍以上の組
合員を集めることが出来ました。
宣伝は，印象×回数で決まります。組織部員が宣伝ポスターの作成

方法やデザインを工夫し，企画前から座席１つ１つに地道に宣伝活動
を行うことで，企画の大成功へと繋げることが出来ました。

企画の宣伝方法の工夫

POINT.2

今回は，体組成計・握力測定・アルコールパッチテスト・飲酒ゴー
グルの４つの体験が用意されていました。限られたスペースを有効に
活用し，空いている体験にうまく誘導することによって，組合員の待ち
時間を少なくし，三密を避ける運営上の工夫がなされていました。
結果的に，アンケートの評価も良い結果となり，組合員からの高い

満足度を得ることが出来ました。

三密を避けた運営方法

概要：組合員の健康をチェックしてもら
うため，体組成計・握力測定・アルコー
ルパッチテスト・飲酒ゴーグルの体験を
実施した。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！

ブロック学生事務局 [ 中村 憲太郎 ] 
Nakamura.Kentarou@univ.coop

POINT.3

今回の健康フェスタに合わせて，組織部員が力を合わせてCO・OP
学生総合共済の給付ボードを作成しました。大阪公立大学生のたすけ
あいアンケートの中から，実際の給付事例や給付件数などを分かりや
すくまとめ，組合員に報告することで，学生総合共済への加入促進お
よび予防活動がなされていました。
このように，ある企画にちょい足しする形で共済活動が取り入れら

れている点が素晴らしいです。

共済活動も忘れない

全国大学生協連
関西北陸ブロック

執筆者：中村 憲太郎
協力：大阪公立大学生協
発行日：2022年10月17日

第166号

[ 健康と安全 ]


